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研究要旨 

「筋痛性脳脊髄炎/慢性疲労症候群」（ME/CFS）患者の実態調査のための体制を検討するため、2021年4月～

2023年12月に当科に入院した神経疾患患者で、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）を認めた患者の実態に 

つき検討した。高齢患者は神経症状が悪化する傾向があり、今後ME/CFSについて検討を継続する必要がある。 

Ａ．研究目的 

    「筋痛性脳脊髄炎/慢性疲労症候群」（ME/CFS）

患者の実態調査のための体制を検討するため、当科

に入院した神経疾患患者で、新型コロナウイルス感

染症（COVID-19）を認めた患者の実態につき検討す

る。  

Ｂ．研究方法 

     2021年4月～2023年12月に、山形大学医学部附

属病院脳神経内科に入院した神経疾患患者で、COVI

D-19を認めた患者9名の入院での転機を評価した。  

    （倫理面への配慮） 

   個人情報の保護に配慮した 

Ｃ．研究結果 

     COVID-19を認めた神経疾患患者9名の平均年

齢は64.6歳であり、神経疾患は筋萎縮性側索硬化症

（ALS） 3名、進行性核上性麻痺（PSP）1名、多系統

萎縮症（MSA）1名、脳血管性パーキンソニズム（VP）

1名、多発性硬化症（MS）1名、脳梗塞1名、てんかん

1名であった。入院前と比較し、神経症状の悪化を認

めた患者は5名おり、ALS 2名、MSA 1名、PSP 1名、

VP 1名だった。悪化を認めた患者の平均年齢は71.6

歳であり、高齢である傾向を認めた。対象患者でME

/CFS診断基準は満たす患者は認めなかった。 

Ｄ．考察 

    高齢の神経疾患患者は、COVID-19により神経

症状悪化を認める傾向がある。 

Ｅ．結論 

 高齢の神経疾患患者は、COVID-19により神経症状

悪化を認める傾向があり、今後ME/CFSについて検討

を継続する必要がある。Ｆ．健康危険情報 
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